(別添様式１)
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：土木費　項：砂防費　目：砂防総務費
	事業名:標識標柱等設置費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　県土整備部　砂防課　企画担当　電話番号：058-272-1111（内3742）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11653@pref.gifu.lg.jp 
	事業費


　要求額：1,191千円（前年度予算額：1,191千円）

	事業内容


	１　事業の内容


  砂防３法（砂防法、地すべり等防止法、急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律）に基づき、一定の行為の禁止若しくは制限を行う区域として指定された「砂防指定地
（2,769箇所）、地すべり防止区域（28箇所）、急傾斜地崩壊危険区域（1,033箇所）」を、現地に標識等により明示し、「土地における禁止制限行為の規制」及び、利害関係者・被害想定区域内の住民等への周知を図り、土砂災害危険区域の監視業務の円滑な施行を図る。                   
　設置箇所：既存標識の経年劣化に伴う更新が必要な箇所

	２　所要経費


標識（更新）　＠66,150×18本　＝　1,190,700円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ 安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
　 ６ 社会資本の安全性が高く、災害への備えが整った地域をつくる

　　・土砂災害危険区域の周知・明確化を図ることにより地域住民の安全安心を確保す

　　　る　　　　　　
	２　これまでの取組状況


砂防指定地等標識（「砂防ダム立入り禁止の注意喚起看板」を含む）を中心に更新を行った。（H23：18本更新予定）
	３　これまでの取組に対する評価


違法開発や事故が多く発生している、砂防指定地における標識の更新・新規設置を優先的に実施することにより、違法開発や事故発生を未然に防止することにつながっているが（違法開発等不適正事案の残件数H21年度末：7件→H22年度末：5件）、依然として標識設置の必要な危険箇所及び、既存標識の経年劣化により更新が必要な箇所が多く存在しており、継続した事業実施が必要である。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	1,191
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,191

	要求額
	1,191
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,191

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


